写真・動画出演に関する肖像権使用同意書

本同意書は、乙が甲の事業活動において撮影・収録される写真・映像等に出演し、甲がそれらを使用することに関して、以下のとおり定める。

第1条（目的）
本同意書は、甲が行う広告宣伝、広報、営業活動、採用活動、イベント記録、その他甲の事業活動に関連する目的のために、乙の肖像、氏名、声、発言、経歴、所属、その他個人を識別できる情報（以下「肖像等」という。）を使用することについて、乙が同意することを確認するものである。

第2条（使用内容）
1. 甲は、乙の肖像等を、写真、映像、音声、印刷物、ウェブサイト、SNS、展示物、動画配信サービス、広告媒体、採用資料、イベント映像等において使用できるものとする。
2. 甲は、肖像等を編集・加工・トリミング・合成・レイアウト変更などの方法により利用することができる。
3. 甲は、肖像等を上記目的の範囲内で第三者に提供・配信・再使用・転載することができる。

第3条（使用期間および地域）
1. 肖像等の使用期間は、撮影日または収録日から無期限とする。ただし、乙が書面により撤回を申し出た場合、甲は合理的範囲で対応する。
2. 使用地域は、日本国内外を問わず全世界とする。

第4条（権利の帰属）
1. 乙は、肖像等を含む写真・映像・音声・資料等に関する著作権、著作隣接権、編集権、公衆送信権、翻案権その他一切の権利が甲または甲の指定する第三者に帰属することを確認する。
2. 乙は、肖像等の使用に関して、著作者人格権その他いかなる権利も行使しない。

第5条（報酬）
乙は、肖像等の使用に関して、甲から別途書面等で合意した報酬を受け取るものとする。報酬の定めがない場合は、乙は無償での使用に同意したものとみなす。

第6条（禁止事項）
甲は、次の行為を行ってはならない。
1. 乙の名誉・信用・人格を毀損する方法で肖像等を使用すること
2. 法令または公序良俗に反する用途で使用すること
3. 差別的、誹謗中傷的、政治的・宗教的主張を伴う文脈で使用すること

第7条（第三者の権利侵害）
乙は、肖像等の撮影または提供にあたり、第三者の肖像権、著作権、商標権、プライバシー権、その他の権利を侵害しないことを保証する。
甲が第三者からの権利侵害の主張により損害を被った場合、乙はその損害（弁護士費用を含む）を賠償しなければならない。

第8条（同意の撤回）
1. 乙は、やむを得ない事情がある場合に限り、書面により同意の撤回を申し出ることができる。
2. 甲は、撤回の申し出を受けた場合、以後の新規使用を停止するよう努める。ただし、既に制作・公開・配布された媒体については、削除・停止の義務を負わない。

第9条（損害賠償）
甲または乙が本同意書に違反し、相手方に損害を与えた場合には、相手方に対し、その損害（調査費用・弁護士費用を含む）を賠償しなければならない。

第10条（契約期間）
本同意書は、乙が署名または電子署名を行った日から効力を生じ、乙による撤回がない限り有効に存続する。

第11条（協議事項）
本同意書に定めのない事項または疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し、円満に解決を図るものとする。

第12条（管轄裁判所）
本同意書に関する紛争については、甲の本店所在地を管轄する地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

本同意書締結の証として、本書二通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自一通を保有する。
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